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書店ご担当者様

様
受注日

月　　　　　　日　
松文館担当印

新刊注文書

神寺千寿 定価

本体

冊

貴店名・番線印

 既刊好評発売中 冊

  
I SBN

4- 7901-

弟の顔して笑うのはもう、やめる ① 神寺千寿 2435-1 55158-15 620

冊

弟の顔して笑うのはもう、やめる ② 神寺千寿 2437-5 55158-16 620
冊

弟の顔して笑うのはもう、やめる ③ 神寺千寿 2438-2 55158-17 620

55158-19 650
冊

弟の顔して笑うのはもう、やめる ④ 神寺千寿 2439-9 55158-18 620
冊

TEL:042-479-0343
FAX:042-472-0046 DL

弟の顔して笑うのはもう、やめる ⑥ 神寺千寿 2442-9

弟の顔して笑うのはもう、やめる ⑤ 神寺千寿 2440-5

660
冊

650
冊

弟の顔して笑うのはもう、やめる ⑦ 神寺千寿 2443-6 55158-21 650
冊

55158-20

TEL:042-479-0343
FAX:042-472-0046

冊 松文館担当印

雑誌コード
55158-23

660円

600円

貴店名・番線印 注文数

弟の顔して笑うのはもう、やめる ⑧ 神寺千寿 2444-3 55158-22

1/29 発売

弟の顔して笑うのはもう、やめる ⑨

キリトリ

キリトリ

品切

DL

巻

待ち合わせ場所に佇む彼女の横顔があんまり綺麗でゾッとした。

久しぶりに会った美羽さんは、何だか急に大人になったみたいだ。

美羽から突然の別離を告げられた壱也は、消化できない想いを抱えながらも

出立する美羽の見送りに行く。しかしそこに蒼介の姿はなく…。

行く先を告げぬまま美羽が家を出てから数ヶ月、季節は変わり、秋。

後悔ばかりが降り積り、足をとられて、動けなく なる。

初めて離れ離れになった3人の、想いを紡ぐ第9巻は四十九話〜五十四話までと、

単行本の為に描き下ろされた『楽描き』を収録。

待望の最新巻

品切


